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平成２０年５月 28 日 

各      位 

 会 社 名  株式会社日本Ｍ＆Ａセンター 

 代表者名  代表取締役社長  分林 保弘 

 （東証１部  コード番号：２１２７） 

 問合せ先 取締役管理本部長 楢木 孝麿 

 Ｔ Ｅ Ｌ ０３－５２２０－５４５４  

  

日本Ｍ＆Ａセンター協力のもと、提携先エース保険が 

「Ｍ＆Ａ特約保険」を開発したことのお知らせ 

 

株式会社日本Ｍ＆Ａセンター（以下、「当社」）の提携先であるエース損害保険株式会社（本社：

東京都目黒区、代表取締役社長兼 CEO：今井隆志、以下、「エース保険」）が、当社の協力により

Ｍ＆Ａ業務特有のリスクに対応する会社役員賠償責任保険（Ｄ＆Ｏ）の新特約「Ｍ&Ａ特約」を開

発いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．具体的内容 

■当社協力のもと、エース保険が会社役員賠償責任保険（Ｄ＆Ｏ）の新特約「Ｍ&Ａ特約」を開発

しました 

Ｍ＆Ａの交渉の時点では当事者にとって認識できない「潜在的な債務」への懸念がＭ＆Ａの円

滑な進捗の妨げになることが少なくありません。「潜在的な債務」には、例えば前経営者が行った

行為に対する賠償リスクなどが将来的に発生する可能性や、前経営者が行った経理処理が税務調

査などで否認されたことによる税の追徴が課せられるなどの可能性があります。エース保険は、

このような当事者のリスクを回避し、Ｍ＆Ａの交渉を円滑に進めることを目的に、当社の協力の

もと、「潜在的な債務」の一部を保険に転化する新特定債務担保特約条項「Ｍ&Ａ特約」を開発し

ました。 

 今後、両社はＭ＆Ａ業務に関連して発生するリスク及びそれに対応する保険情報について情報

交換を進めるとともに、当社が構築した会計事務所や地域金融等のネットワークに対しても情報

提供してまいります。 

 

２．エース保険について 

エース保険は、斬新な発想とエース･グループのグローバルなネットワークをもとに、個人から

法人まで幅広く革新的な損害保険商品を提供しています。日本市場では前身企業を含め、85年に

およぶ外資系損害保険会社として最長の歴史を誇ります。 

 

2000年、生損保業界で初めてISO9001認証（認証範囲：損害サービス部門）を取得、米国格付機

関スタンダード＆プアーズ社からは、保険財務力およびカウンターパーティーともに「A－」（2007

年9月現在）の評価を受けています。また、資本金は74億円、ソルベンシー･マージン比率は826.9%
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です（2007年3月末現在）。 

 

エース保険はエース・リミテッドの100%子会社であり、エース・グループの一員です。エース・

グループは、保険・再保険分野で世界有数のグローバル・プレーヤーとして、世界50カ国以上で

事業を展開し、約10,000名の従業員を擁します。1999年7月、エース・リミテッドがシグナ・コー

ポレーションの損害保険事業部門を買収したことに伴い、日本では同年10月、シグナ傷害火災保

険株式会社から「エース損害保険株式会社」に社名変更しました。 

 

以  上 

 


